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夫
驚
夫
記
事
携
夫
溌
劣
恭
夫
詫
諜
劣
劣
夫
弗
夫
夫
詣
去
携
糸

例
会
記
録
一

六
月
例
会
平
成
十
三
年
六
月
二
十
三
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
吉
益
東
洞
『
古
書
医
言
」
に
お
け
る
儒
教
経
典

舘
野
正
美
・
大
山
昌
道

一
、
橋
田
邦
彦
に
お
け
る
「
日
本
医
学
」
の
提
唱

ｌ
そ
の
生
命
観
と
社
会
認
識
を
中
心
に

瀧
澤
利
行
・
七
木
田
文
彦

十
月
例
会
平
成
十
三
年
十
月
二
十
七
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
公
衆
衛
生
の
確
立
に
お
け
る
日
本
と
英
国

ｌ
長
与
專
斎
と
團
昌
ｐ
ｇ
且
乱
具
の
果
た
し
た
役
割

上
林
茂
暢

一
、
関
東
大
震
災
と
横
浜
「
関
西
村
」
の
病
院
に
つ
い
て中

西
淳
朗

十
一
月
例
会
平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
四
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
八
号
館
三
番
教
室

一
、
ロ
ン
ド
ン
病
院
マ
ト
ロ
ン
の
書
い
た
見
習
生
用
テ
キ
ス
ト

《
Ｆ
の
ｇ
匡
門
朋
○
己
の
Ｑ
〕
閏
巴
ｚ
巨
勗
冒
唄
》
に
つ
い
て

平
尾
真
智
子

｜
例
会
抄
録
一

の
日
８
里
魁
蔚
守
玉
再
に
よ
る

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
看
護
改
革

第
二
次
世
界
大
戦
の
日
本
の
看
護
政
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の

は
、
の
ｇ
①
国
一
国
８
月
匡
胃
蔚
吊
、
匡
冒
①
日
①
○
○
ヨ
ョ
四
且
閏
さ
吋
昏
①

シ
罠
８
℃
○
言
①
耐
（
連
合
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
。
以
下
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
、

国
ｓ
胃
函
８
－
号
“
己
君
堅
註
吊
艀
８
９
〕
ｚ
昌
里
眉
鈩
爵
尉
目
昌
‐

囚
（
）
ロ
（
公
衆
衛
生
福
祉
局
看
護
課
。
以
下
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
）
で
あ
っ
た
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
は
、
「
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
」
の
制
定
、
厚
生
省
看

護
課
の
設
立
、
日
本
産
婆
看
護
婦
保
健
婦
協
会
（
現
在
の
日
本
看
護
協

会
）
の
助
成
、
産
婆
・
保
健
婦
・
資
格
既
得
者
へ
の
再
教
育
コ
ー
ス
の
創

設
な
ど
の
事
業
を
五
年
九
か
月
二
九
四
五
年
十
月
か
ら
一
九
五
一
年
六

月
ま
で
）
と
い
う
期
間
に
行
っ
た
。

占
領
下
の
看
護
政
策
は
、
そ
の
大
部
分
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
長
の
国
８

国
旨
号
①
号
と
兵
一
九
○
四
年
七
月
二
二
日
生
、
一
九
七
八
年
八
月
一
四
日

没
。
以
下
、
オ
ル
ト
）
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
占
領
下
の
看
護
政
策
を
理

解
す
る
た
め
に
は
、
オ
ル
ト
が
ど
の
よ
う
な
看
護
思
想
を
も
ち
、
そ
れ

ら
が
日
本
で
ど
の
よ
う
に
政
策
に
反
映
さ
れ
た
か
を
分
析
す
る
こ
と
が

一
、
大
英
図
書
館
の
ス
タ
イ
ン
医
薬
文
書

大
石
杉
乃

真
柳
誠


